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平成２６年小布施町議会３月会議会議録 

 

議 事 日 程（第２号） 

 

                     平成２６年３月４日（火）午後２時３０分開議 

      開  議 

      諸般の報告 

      議事日程の報告 

日程第 １ 総務産業常任委員長報告 

日程第 ２ 議案第２１号 平成25年度農山漁村地域整備交付金（農業集落排水）機能強化小 

             布施北部地区処理施設機能強化工事請負契約の変更について 

──────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

──────────────────────────────────────────── 

出席議員（１３名） 

     １番  原   勝 巳 君      ２番  小 林 一 広 君 

     ３番  渡 辺   高 君      ４番  小 西 和 実 君 

     ５番  小 林   茂 君      ６番  冨 岡 信 男 君 

     ７番  山 岸 裕 始 君      ８番  川 上 健 一 君 

     ９番  大 島 孝 司 君     １０番  小 渕   晃 君 

    １１番  関 谷 明 生 君     １３番  関   悦 子 君 

    １４番  小 林 正 子 君 

欠席議員（１名） 

    １２番  渡 辺 建 次 君 

──────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のため出席した者の職氏名 

町 長 市 村 良 三 君 副 町 長 久保田 隆 生 君 

健康福祉部門
総 括 参 事 竹 内 節 夫 君 健康福祉部門 

グループリーダー  中 條 明 則 君 
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地域創生部門
総 括 参 事 

八 代 良 一 君 地域創生部門 
グループリーダー  

畔 上 敏 春 君 

行政経営部門
総 括 参 事 田 中 助 一 君 

行政経営部門 
グループリーダー  西 原 周 二 君 

教 育 長 竹 内   隆 君   

──────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

議会事務局長 三 輪   茂 書 記 堀 内 信 子 
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開議 午後 ２時３０分 

 

◎開議の宣告 

○議長（関谷明生君） ご苦労さまです。 

  議員総数14名中、ただいまの出席議員は13名で定足数に達しております。 

  これより本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（関谷明生君） 日程に入るに先立ち、諸般の報告事項について申し上げます。 

  12番議員、渡辺建次君、教育委員長、中島 聰君、監査委員、畔上 洋君及び教育部門総

括参事、池田清人君から、都合により欠席する旨の届け出がありましたので報告いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（関谷明生君） 本日の日程は、お手元へ配付いたしました印刷物のとおりであります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎常任委員長報告（議案） 

○議長（関谷明生君） これより直ちに日程に入ります。 

  日程第１、総務産業常任委員長報告を行います。 

  総務産業常任委員会に付託されました日程第２、議案第21号を議題とし、総務産業常任委

員長の審査報告を求めます。 

  小林総務産業常任委員長。 

〔総務産業常任委員長 小林一広君登壇〕 

○総務産業常任委員長（小林一広君） 総務産業常任委員会における審査の経過及び結果のご
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報告をいたします。 

  本日午後２時から公民館講堂において、委員７名中６名の出席と委員外議員多数の出席を

得て、総務産業常任委員会を開きました。 

  会議に付した案件は、３月会議で付託された案件のうち、議案第21号 平成25年度農山

漁村地域整備交付金（農業集落排水）機能強化小布施北部地区処理施設機能強化工事請負契

約の変更についてであり、慎重に審査いたしました。 

  初めに、副町長、地域創生部門総括参事等の出席を求め、直ちに質疑を行いました。 

  議案第21号についての質疑として、当初予算は7,630万円だったが、補正はしなくてよい

のか。９月補正では順序が逆ではないのかとの発言がありました。 

  以上が本委員会に付託された案件の審査内容であり、担当リーダーから詳細な答弁があり

ました。 

  慎重審査を期すため議員間討議を行い、討論を省略して採決の結果、議案第21号は全員挙

手で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  以上、総務産業常任委員会審査報告といたします。 

  平成26年３月４日、総務産業常任委員長、小林一広。 

○議長（関谷明生君） 以上で総務産業常任委員長報告が終わりました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎常任委員長報告の質疑、討論、採決 

○議長（関谷明生君） これより質疑に入ります。 

  委員長報告に対し質疑はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（関谷明生君） 別に発言がありませんので、以上をもって質疑を終結いたします。 

  次に、議案第21号について討論に入るわけですが、討論の通告がありませんので、討論は

ないものと認めます。 

  これより議案第21号について採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は原案可決であります。 

  本案を委員長報告のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

〔挙手全員〕 
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○議長（関谷明生君） 全員挙手であります。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（関谷明生君） 以上で本日の日程は終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

 

散会 午後 ２時３５分 

 


